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12月
定 例 会

一般会計補正予算（第５号）１億３，９８８万３千円の増額
（補正後の総額７３億5,436万４千円に）

円○
上
長
尾
バ
イ
パ
ス
（
第

3
工
区
）
測
量
設
計
委
託

料
を
1
千
万
円
増
額
し
て

4
千
6
0
0
万
円
に
。
28

年
度
よ
り
過
疎
代
行
で
行

う
。

○
若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
奥

流
（
お
う
る
）
の
備
品
購

入
費
を
1
千
8
0
0
万
円

増
額
し
約
2
千
1
3
7
万

円
に
。
内
95
％
の
1
千
7

1
0
万
円
に
合
併
特
例
債

を
充
て
る
。

全員賛成で原案可決
　
平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
３
日
か
ら
18
日
ま
で
、
16
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
関
係
７
件
、
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
５
件
、
補
正
予
算
５
件
、
そ
の
他
３
件
の
計
20
件
で
す
。
内
、
新
規

の
条
例
制
定
な
ど
４
件
を
委
員
会
へ
付
託
し
て
、
９
日
ま
で
休
会
し
ま
し
た
。

　
７
日
に
第
２
常
任
委
員
会
を
開
き
、
付
託
さ
れ
た
３
件
を
審
査
・
可
決
し
、
９

日
の
本
会
議
で
16
件
の
議
案
に
続
い
て
採
決
を
行
い
、
19
件
全
て
を
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。
意
見
書
１
件
も
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
18
日
の
最
終
日
に
は
、
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
町
の
課
題
に
つ
い

て
当
局
の
考
え
を
質
し
た
の
ち
、
９
日
の
本
会
議
後
開
か
れ
た
第
一
常
任
委
員
会

で
審
査
・
可
決
し
た
議
案
１
件
も
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
内
容
は
、

前
年
度
繰
越
金
の
2
億
3

千
5
7
3
万
7
千
円
増

（
総
額
5
億
4
千
2
7
1

万
8
千
円
に
）
、
基
金
の

取
り
崩
し
中
止
に
約
1
億

1
千
万
円
充
て
、
町
債
の

1
千
2
7
0
万
円
増
額
な

ど
で
す
。

　

歳
出
で
は

○
地
域
振
興
基
金
積
立
金

の
元
金
増
額
に
5
千
万
円

○
在
宅
高
齢
者
配
食
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
増
で
委
託
料

増
額
に
1
9
1
万
8
千
円

○
上
長
尾
田
澤
内
科
医
院

駐
車
場
整
備
で
、
土
地
購

入
費
等
な
ど
に
7
6
7
万

円○
池
ノ
谷
治
山
工
事
4
5

0
万
円
（
法
面
上
部
工
）

○
音
戯
の
郷
外
壁
撤
去
中

止
で
約
4
4
3
万
円
減
額

（
塗
装
工
事
分
を
残
す
）

○
青
部
ト
ン
ネ
ル
残
土
処

理
に
駅
周
辺
土
地
購
入

（
1
万
5
千
㎡
）
で
3
千

5
4
1
万
5
千
円
、
補
償

金
約
7
1
8
万
円
、
起
工

式
会
場
設
営
委
託
料
86
万

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

特
別
会
計
補
正
予
算

○
国
民
健
康
保
険
事
業

補
正
額
1
3
0
万
4
千
円

の
増
（
人
件
費
の
増
）

補
正
後
の
予
算
総
額
10
億

5
千
4
1
0
万
8
千
円
に
。

○
簡
易
水
道
事
業　
　

補
正
額
45
万
3
千
円
の
増

（
消
費
税
の
2
3
9
万
円

増
額
で
約
6
4
8
万
円
に
。

他
、
水
質
検
査
委
託
料

7
1
9
万
円
が
入
札
に
よ

り
3
1
7
万
円
に
減
額
な

ど
）

補
正
後
の
予
算
総
額
を
3

億
1
3
4
万
7
千
円
に
。

○
温
泉
事
業　
　

補
正
額
9
万
8
千
円
の
増

（
人
件
費
に
よ
る
増
）
で
、

補
正
後
の
予
算
総
額
を
約

3
千
4
6
0
円
に
。

○
い
や
し
の
里
診
療
所
事

業補
正
額
約
2
6
4
万
円
の

増
（
社
会
保
険
診
療
報
酬

で
2
6
4
万
円
増
額
を
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

ワ
ク
チ
ン
代
の
増
額
に
充

て
る
）
で
、
補
正
後
の
予

算
総
額
を
5
千
3
6
1
万

8
千
円
に
。

◀
完
成
に
向
け
て
工
事
が
進
む
若
者

　
交
流
セ
ン
タ
ー「
奥
流
」

◀
平
成
28
年
1
月
4
日
よ
り
通
常

　
開
院
し
た
「
上
長
尾
田
澤
内
科

　
医
院
」



特
る
け
お
に
続
手
政
行
○

た
る
す
別
識
を
人
個
の
定

関
に
等
用
利
の
号
番
の
め

う
伴
に
行
施
の
律
法
る
す

す
関
に
理
整
の
例
条
係
関

て
い
つ
に
例
条
る

バ
ン
ナ
イ
マ
る
ゆ
わ
い

　

保
護
介
や
税
険
保
康
健
民

ど
な
書
請
申
免
減
の
料
険に

12

記
を
号
番
人
個
の
桁

る
す
定
規
を
と
こ
る
す
載

。
す
で
の
も

の
例
条
金
基
興
振
域
地
○

正
改
部
一

事
備
整
盤
基
報
情
度
高

　

想
予
後
今
、
る
け
お
に
業

運
の
設
施
な
額
多
る
れ
さ

基
同
、
に
費
経
新
更
・
用

明
を
と
こ
る
す
当
充
を
金

金
基
の
こ
（
。
る
す
に
確

て

10

し
置
設
を
金
基
の
円
億

高
残
の
在
現
、
で
の
も
たは

11

円
万
8
3
8
千
2
億

正
改
部
一
の
例
条
税
町
○

、
り
よ
に
正
改
制
税
の
国

　

直
見
の
度
制
予
猶
の
税
国

、
け
受
を
の
た
れ
わ
行
が
し

わ
行
が
正
改
の
法
税
方
地

条
税
町
、
い
伴
に
の
た
れ

価
換
。
す
ま
し
正
改
を
例

分
や
限
期
請
申
や
予
猶
の

の
保
担
、
法
方
の
付
納
割

記
の
書
請
申
、
準
基
収
徴

情
実
の
町
を
ど
な
項
事
載

の
税
、
し
定
規
て
じ
応
に

保
確
を
性
明
透
や
性
平
公

負
の
者
税
納
に
共
と
る
す

た
ま
、
り
図
を
減
軽
の
担

人
法
の
行
現
、
い
伴
に
入

る
す
除
削
を
定
規
の
号
番

も
る
図
を
性
合
整
、
ど
な

。
す
で
の

害
災
務
公
等
員
団
防
消
○

正
改
部
一
の
例
条
償
補

に
化
元
一
の
度
制
金
年

　

け
お
に
害
災
務
公
、
い
伴

、
し
定
規
で
枠
別
を
障
保
る

。
す
ま
げ
上
き
引
を
額
償
補

更
変
の
約
契
負
請
事
工
○

事
備
整
盤
基
報
情
度
高

　

9
約
を
約
契
負
請
事
工
業

し
額
増
円
万
2
7
9
千

て

14

。
に
円
万
3
0
6
千
2
億

は
容
内
な
主①

で
ム
テ
ス
シ
線
無

の
針
雷
避
の
塔
鉄
線
無
・

規
Ｓ
Ｉ
Ｊ
が
値
抗
抵
地
接

準
基
格

の
10

と
こ
い
な
い
て
し
た
満
を

行
を
事
工
地
接
加
追
ら
か

の
囲
周
塔
鉄
、
た
ま
。
う

千
1
約
に
ど
な
計
設
査

円
万
0
0
3

用
う
伴
に
置
設
局
線
無
・

の
間
局
線
無
び
及
保
確
地

障
支
の
め
た
の
保
確
信
通

設
建
局
線
無
や
費
採
伐
木

保
確
路
入
搬
の
で
ま
置
位

離
距
遠
、
費
去
撤
・
置
設

線
無

局
10

え
迎
出
の
所
か

3
千
1
で
増
の
費
置
設
柱

円
万
0
0②

で
備
設
路
線

数
台
置
設
機
末
端
知
告
・

Ｕ
Ｎ
Ｏ
、
減
の
台
4
6
2

、
減
の
台
7
1
2
数
台
置
設

1
2
数
件
事
工
み
込
き
引

千
2
約
で
ど
な
減
の
件
3

額
減
円
万

に
情
事
の
等
度
強
柱
電
・

・
電
中
（
柱
電
設
既
り
よ

）
柱
聴
共
ビ
レ
テ
Ｔ
Ｔ
Ｎ

な
れ
さ
可
許
が
架
共
の
へ

1
加
追
柱
立
自
の
所
個
い

6
千
1
約
に
ど
な
本
8
3

円
万
9
9③

で
費
計
設
査
調

用
占
路
道
・
請
申
柱
電
・

円
万
8
8
9
約
で
請
申④

他
の
そ
、
費
策
対
全
安

で
ど
な
費
経
諸
、
費
経
の

川
井
大
・
員
導
誘
通
交
・

4
で
額
増
の
費
会
立
道
鐡

円
万
5
7
2
千

台
路
道
、
費
衝
折
地
民
・

0
5
約
で
金
担
分
正
補
帳

円
万
0

費
消
う
伴
に
増
費
事
工
⑤

正
改
部
一
の
例
条
の
外
以
託
付
会
員
委

）

な
円
万
9
3
7
に
増
の
税

　
　ど

務
事
合
総
町
市
県
岡
静
○

更
変
の
約
規
合
組

市
国
の
豆
伊
・
市
豆
伊

　

方
田
る
す
成
構
で
町
南
函

市
津
沼
に
合
組
防
消
区
地

清
・
町
豆
伊
東
・
市
豆
伊

3
市
4
、
り
わ
加
が
町
水

豆
伊
東
駿
る
す
成
構
で
町

更
変
を
称
名
に
合
組
防
消

。
る
す

理
管
定
指
の
設
施
の
公
○

て
い
つ
に
定
指
の
者

）
設
施
2
の
泉
奥
・
岸

）
設
施
2
の
内

イ
デ
型
応
対
い
が
き
生
・

施
3
の
沢
瀬
・
郷
高
・
泉

）
設

福
会
社
を
設
施
の
ら
れ
こ

指
き
続
き
引
へ
）
氏
修
全

。
続
継
の
定

平
、
は
間
期
定
指

　

成
31

3
年

月
31

年

の
で
ま
日

。
す
で
間

管
村
養
休
然
自
井
大
奥
・

会
協
光
観
り
く
づ
ち
ま

。
続
継
の
定
指
へ

平
、
は
間
期
定
指

　

成
31

3
年

月
31

年

の
で
ま
日

。
す
で
間

呂
風
天
野
泉
温
峡
又
寸
・

づ
女
美
峡
又
寸
、
を
設
施

同
協
業
事
光
観
湯
の
り
く

。
続
継
の
定
指
へ
）
氏
之
孝

平
、
は
間
期
定
指

　

成
31

3
年

月
31

年

の
で
ま
日

。
す
で
間

・

本川根高齢者
デイサービスセンター

中川根高齢者
デイサービスセンター

◀

課
康
健
活
生
　

・

案
議
の
他
の
そ

3

33

3
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